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図 0-1 本研究の概要 
15 
 
⚫  共同注意の前提ともいえる視線共有は，成立しているのか 
⚫  視線共有につながる母親の働きかけとは，どのようなものか 


































































































対象児 性別 月齢 良聴耳平均聴力 保育開始月齢
A児 女 22 89 5
B児 男 24 80 9
C児 女 24 63 6
D児 男 25 70 10
E児 男 26 43 16
F児 男 38 90 13
G児 男 40 70 25























































































組の平均回数は 26.6 回（範囲：3～54 回）であった（図 1-2）。 
 
 






























高群の平均発話数は 211.3 回（範囲：163～252 回），低群は 220.8 回（範































































































































































































































































































































































































した。両群の視線共有平均時間は健聴群 52.6 秒（範囲:35.4－72.4 秒），聴













「自発型」の平均回数は，健聴群 26.3 回（範囲:18.0－33.0 回），聴障群 20.3
回（範囲:12.0－31.0 回）であった。「受身型」の平均回数は，健聴群 16.7




囲:16.0－28.0 回），聴障群 4.3 回（範囲:2.0－7.0 回）であった（図 2-2）。
健聴群は聴障群と比較して多かった。 
 





































図 2-4 各組の「母・身体接触型」の回数 
42 
 
「母・非身体接触型」の平均回数は，健聴群 14.3 回（範囲:8.0－19.0 回），




図 2-2～図 2-5 の結果から，両群の母親の働きかけの質的な違いの検討を
行った。図 2-2 と図 2-5 の結果から，「健聴群の母親は，子どもを見守りつ
つも，子どもからの発信をきっかけに働きかけようとしている」ことが推測























が予想された。母親の質問平均回数は，健聴群 40.3 回（範囲:32－54 回），




















































































































































































































対象児 性別 月齢 良聴耳平均聴力
A児 男 11 85
B児 女 11 105
C児 女 10 105
D児 男 10 105
Ｅ児 女 11 95
Ｆ児 女 10 83
※　聴力の単位は，ｄＢＨＬである。




























































































































に分類した（図 3-4）。自発型の平均回数は，高群 9.7 回（範囲：８～17 回），
低群 2.7 回（範囲：０～４回）で，高群は低群と比較し，個人差があるもの
の比較的に多い傾向を示した。次に，受身型の平均回数は，高群 19.7 回（範

































































図 3-7 各組の「母・身体接触型」の回数 
61 
 
「母・非身体接触型」の平均回数は，高群 19.3 回（範囲：16～23 回），
低群 1.3 回（範囲：０～３回）で，高群は低群と比較し多かった（図 3-8）。 
 
 
図 3-5～図 3-8 の結果から，両群の母親の働きかけの質的な違いを検討し











































































































































































































































































































カードの内容は表 4-1 のものであった。 
 



















表 4-2 箱の中のカード 
 
すきな えほんを えらんで おかあさんに よんで もらってね 
 
 






































 10 分間に母子が相手を注視する時間の比較分析を行った。 
（１）母親が子どもを注視する時間 
 母親が子どもを注視する時間を拾い上げ，その合計時間を比較した（図
4-2）。Ａ児の母親は術前 191.4 秒から術後 118.8 秒へと減少した。Ｂ児の母









（図 4-3）。Ａ児は術前 27.3 秒から術後 82.6 秒へと増加した。同じくＢ児







間の合計時間が図 4-4 である。術前は，Ａ児母子は 28.4 秒，Ｂ児母子は 14.2
秒と約２倍の差があった。術後は，Ａ児母子は 54.7 秒，Ｂ児母子は 44.7
秒とＡ・Ｂ児母子とも増加したとともに，Ａ児母子とＢ児母子とであまり差
が示されなかった。 


























































われたと判断する時間を 1 秒以上と設定した。つまり，1 秒以上の視線共有
が確認されたときには，同時に情動の共有も行われたと判断した。それを基









































図 4-8 術後の１秒以上と１秒未満の視線共有回数 
82 
 































































































































































































































































































































ビデオ分析の結果，視線共有の全回数は聴障組 45 回，健聴組 20 回であっ
た。そのうち，1 秒以上の視線共有回数は聴障組 27 回，健聴組６回であり，
1 秒未満の視線共有回数は，聴障組 18 回，健聴組 14 回であった（図 5-1）。

























母親の質問の全回数は，聴障組 30 回，健聴組 15 回であった。 質問の全回




















図 5-2 応答ありと応答なしの回数 
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    「→」は母親が子どもに質問をし、子どもの応答があったことを示している
※　『　　』は手話，（　　）は行動を示している






















































































































































































 第１章の表 0-1 では，「自然な教授法」の母子のやりとり場面において，
対象児を聴覚障害児へと置き換えたときに，以下のような問題が生じること









































































表 6-2 聴覚障害児と聴覚障害の母親のトランスクリプト 
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